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はじめに

錦織遺跡は富田林市の南部にある縄文時代から

中世にかけての遺跡で、1967(昭和42)年 に富田

林市内では数少ない縄文時代前期の土器が出土し

たことで知られています。

錦織遺跡を含む富田林市南部は、F日 本書紀』の

中で「百済郷」と記されています。また遺跡の南

側には錦織廃寺、西側には細井廃寺という白鳳時

代の寺院跡があり、これらと遺跡との関係が注目

されています。

今回は、石川の西側にある低位段丘上で、遺跡

の中央を南北に通る国道旧170号線の西側に面した

地点を発掘調査しました。
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層序

調査前は水田で、今回の調査では現在の水田の

下で古い水田が 1面確認されました。出土した遺

物から、中世に営まれていたものと見られます。

上層は上から順に耕土、灰色土、床土、灰黄褐

色土 (旧耕土 )、 黄茶掲色弱粘質土 (旧床土)で、

現況から約0.5m下で責灰褐色混砂弱粘質土の地山

になります。遺構はすべて地山面で検出されました。

遺構と遺物

今回の調査ではピットが16個検出されました。

ピットは調査区全体に散在 しており、そのうち

10個 で柱の立てられた痕跡が見られました。柱そ

のものは見つかりませんでしたが、直径約10cmの

柱が立っていたと見られます。またピットの大き

さ、埋土に差があり、切 り合い関係も見られるこ

とから、いくつかの時期に分けることができると

考えられます。

しかし、調査区が狭いこともあって、建物に復

元できるものはありませんでした。また、遺構に

伴う遺物はP-13か ら数点見つかつているだけで、

1.耕土
2.灰色土
3.床土
4.灰黄褐色土
5.黄茶褐色弱粘質土
6.暗灰色粘質土

遺構の時期もはっきり分かりませんでした。

各ピットの大きさなどについては一覧表を参照

してください。

まとめ

今回の調査では、狭い調査区の中で多くのピッ

トが検出されました。その大半は柱で据えた痕跡

が見られ、建物の規模は分からないものの、この

辺りに集落が広がっていたことが確認できました。

周辺の調査では弥生時代の上壊墓や、奈良時代

から中世にかけての掘立柱建物や土坑などが確認

されています。特に1988年 の調査では役所や寺院

でしか見つからない緑釉でできた硯 も見つかって

います。

今回の調査で見つかつたピットも弥生時代から

中世にかけてのものと考えられますが、遺物が少

なく正確な時期についてはよく分かりませんでした。

参考文献
・『錦織遺跡発掘調査概要 国道lЮ号線歩道設置に伴う調査』
大阪府教育委員会、1984
・ F富田林市史』第1巻 富田林市史編集委員会、1985
・『錦織遺跡発掘調査lll要』 大阪府教育委員会、1986
。 F平成4年度富田林市内遺跡群発掘調査概要』
富田林教育委員会、1993
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7.褐灰色粘質土
8.暗褐黄色弱粘質±  0     1     2m
9。 暗灰褐色弱粘質土  Lコ =L=声 L====J
10.暗褐灰色弱粘質土

11.灰黄茶色混砂弱粘質土
12.茶灰色混砂弱粘質土

図 2 遺構平面図・断面図
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遺構呑号 平面形 規 模 (m) 深 さ(m) 埋 土 出土遺物

P-1 隅丸方形 ワ
イ
盗
υ
０

× 0.54 0.37
第 1層 :褐灰黄色混砂弱粘質土

第 2層 :茶褐色混砂粘質土

P-2 不 整 形 0.33 X O.28 0.08 茶褐色混砂弱粘質土

P-3 (隅丸方形 ) (0.25)× (0,20) 0。 14 茶褐色混砂弱粘質土

P-4 隅丸方形 0.61 × 0.50 0.29 褐灰黄色混砂弱粘質土

P-5 楕 円 形 0.20 × 0.11 0.04 灰褐色弱粘質土

P-6 隅九方形 0.54 × 0.43 0.26 褐灰黄色混砂弱粘質土

P-7 不 整 形 0.55 × 0.34 0.19 茶褐色混砂弱粘質土

P-8 隅九方形 0.35 × 0.31 0,17 褐灰黄色混砂弱粘質土

P-9 隅九方形 0.45 × 0.39 0.28 灰褐黄色混砂弱粘質土

P-10 隅九方形 0,46 × 0.34 0.29 茶褐色混砂弱粘質土

P-11 不 整 形 0.32 × 0.26 0.10 灰褐色弱粘質土

P-12 隅九方形 つ
０
刀
仕
０

× 0.35 0.22 茶褐色混砂弱粘質土

P-13 (隅九方形) (0.40)× (0.35) 0.27
第 1層 :暗 48J黄色弱粘質土

第 2層 :暗灰褐色弱粘質土

P-14 (不 整 形 ) (0.74)× (0.36) 0.26 暗灰色粘質土 土師器、須恵器

P-15 楕 円 形 0.24 × 0.11 0.02 灰褐色弱粘質土

P-16 (楕 円 形) 0.20 × (0.06) 0.06 灰褐色弱粘質土

錦織遺跡 ビットー覧表

調査区全景 (北から)
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16 下水道工事

所収遺物 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

錦織遺跡 集落跡 奈良時代 。中世 ビット 土師器・須恵

器
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